第２２課　   イシュマエルに対する神様の祝福　(創17:20～27)
　  神様はすべての民を愛されます（ヨハ3:16)。それは、アダムと同じ血統であり、神様が創造された被造物であるためです。また、イシュマエルの子孫が失敗した理由は、アダムの失敗を悟れなかった人間の姿のためであり、アブラハムの不信仰の子孫であって、彼が神様の契約を重視しなかったためです。
１．不信仰の先祖イシュマエルの子孫
（１）契約の外の民（創12:1～3）
（２）不信仰の子孫（創16：1～16、17:1～8）
（３）イシュマエルの子孫の不信仰
２．神様はイシュマエルにも祝福を与えられました
（１）神様は異邦人も救うことを願われます
（２）アブラハムが神様の契約を信じるとき、イシュマエルを祝福されました（創17:19,20）
　　　①未信者の世界の滅びは信徒のゆえです
　　　②偶像崇拝の原因は福音を伝えることに無関心であるからです
　　　③人類の滅びは契約の民が契約を逃したからです
　　　　―イザ40:12～31
　　　　―エレ33:1,2
　　　　―詩50:20～22
（３）イシュマエルが受けた祝福
　　　①契約に従ってアブラハムが信じるとき（創17:20）
　　　②非常に多く増し加えられ大いなる国民に（創17:20）
　　　③サラはイサクを（創17:21）
（４）割礼を行いました
　　　①イシュマエルが１３歳のとき（創17:25）
　　　②奴隷もみんなが割礼を受けました（創17:27）
３．割礼は神様の契約の体系です
（１）選んだ者に
（２）そばめが生んだ子にも
（３）異邦人にも
結論
２つの使命を心に刻みなさい（エゼ3:17～21）
①未信者に福音を伝えること
②既存信者に福音を理解させて悟らせること
